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ご
あ
い
さ
つ

�

会
長　

先
　
田
　
仁
　
美

⑴

　

日
頃
よ

り
、
徳
島

県
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
の

活
動
に
際

し
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
令
和
五

年
五
月
八
日
よ
り
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
五
類
感
染
症
に

位
置
づ
け
ら
れ
、
こ
れ
ま
で
と
対

策
な
ど
が
大
き
く
変
わ
っ
て
い
く

中
、
以
前
の
日
常
を
少
し
ず
つ
取

り
戻
し
つ
つ
あ
り
、
子
ど
も
た
ち

の
活
気
や
笑
顔
も
戻
っ
て
き
た
よ

う
に
思
い
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
も
ち
ろ
ん

子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
育
成
の

た
め
、
そ
し
て
安
心
で
安
全
な
学

校
生
活
が
送
れ
る
た
め
の
活
動
で

あ
り
ま
す
が
、
保
護
者
や
先
生
方
、

そ
し
て
地
域
の
方
々
な
ど
大
人
に

と
り
ま
し
て
も
有
意
義
で
楽
し
く
、

研
修
会
な
ど
も
開
催
さ
れ
多
く

の
〝
学
び
〟
や
〝
気
づ
き
〟
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
活
動
で
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
共
働
き
家
庭
や

ひ
と
り
親
家
庭
の
人
た
ち
な
ど
に

と
っ
て
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
煩
わ

し
い
だ
け
の
も
の
に
な
り
、
な
か

な
か
参
加
し
て
い
た
だ
く
の
が
難

し
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。
最
近
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
は
、
負
担
軽
減
を
重

視
し
た
取
組
を
さ
れ
て
い
る
学
校

も
多
く
あ
り
、
我
が
県
Ｐ
連
で
も

そ
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。
ま
だ
ま
だ
見
直
し
段
階
で

あ
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
多

く
の
方
に
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
っ
て
楽
し
く

て
勉
強
に
も
な
る
ね
、
活
動
し
て

良
か
っ
た
！
」
と
言
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
組
織
作
り
の
お
手
伝
い

が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
さ
ま
と
共
に
、
子
ど
も

た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
応
援
し
、

笑
顔
を
守
っ
て
い
け
る
よ
う
な
活

動
が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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県
Ｐ
連
総
会

県
Ｐ
連
総
会

　

本
年
度
の
定
期
総
会
は
六
月
四
日

（
日
）
県
教
育
会
館
に
お
い
て
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
五
類

に
引
き
下
げ
ら
れ
た
の
で
三
年
ぶ
り

に
来
賓
の
皆
様
を
招
待
し
て
対
面
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

県
Ｐ
連
役
員
・
郡
市
代
議
員
・
受

賞
者
の
方
々
の
出
席
の
も
と
、
令
和
五

年
度
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
田
仁
美
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
熱
心
な
活
動
を
さ
れ
た
四
団
体

と
三
十
四
名
の
方
に
表
彰
状
と
十
二

名
の
方
に
感
謝
状
が
、
そ
し
て
Ｐ
Ｔ

Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
賞
さ
れ

た
三
校
に
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
樺
山
賢
太
郎
氏
の
受
賞
者

代
表
謝
辞
へ
と
進
み
ま
し
た
。

　

議
事
に
入
り
、
令
和
四
年
度
の
事

業
報
告
・
決
算
報
告
・
監
査
報
告
・

を
承
認
の
後
、
令
和
五
年
度
新
役
員

が
選
出
さ
れ
、
次
に
令
和
五
年
度
努

力
目
標
、
事
業
計
画
・
予
算
案
等
に

つ
い
て
の
協
議
が
行
わ
れ
、
原
案
ど

お
り
承
認
の
運
び
と
な
り
、
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。

令
和
五
年
度
　
役
員

会　

長　

先
田　

仁
美

�

（
役
員
会
推
薦
）

副
会
長　

蟹
江　

美
子�

（
鳴
門
）

　

〃　
　

平
岡　

春
香�

（
海
部
）

　

〃　
　

木
村　

公
明�

（
三
好
）

　

〃　
　

佐
藤　

央
一

�

（
役
員
会
推
薦
）

副
会
長　

阿
部　

美
紀

�

（
役
員
会
推
薦
）

　

〃　
　

佐
藤　

信
之

�

（
県
小
学
校
長
会
代
表
）

　

〃　
　

高
橋　
　

明

�

　
（
県
中
学
校
長
会
副
会
長
）

理　

事　

納
田　

明
豊�

（
板
野
）

　

〃　
　

殿
川　

孝
昭�

（
勝
浦
）

　

〃　
　

岡
部　

勇
輝�

（
阿
南
）

　

〃　
　

井
上　

拓
郎�

（
那
賀
）

　

〃　
　

遊
塚　

将
也�

（
阿
波
）

　

〃　
　

辻　
　
　

孝�

（
美
馬
）

　

〃　
　

山
下　

昌
志�

（
つ
る
ぎ
）

監　

事　

若
竹　

雄
太�

（
名
西
）

　

〃　
　

佐
藤　

文
幸�

（
小
松
島
）

　

〃　
　

西
岡　

孝
晃�

（
吉
野
川
）

顧　

問　

泉　

富
士
夫�

（
板
野
）

　

〃　
　

井
本　

友
子�

（
阿
南
）

広
報
委
員
長　

濵
田　
　

恵（
名
西
）

研
修
委
員
長　

田
渕　

郁
康（
鳴
門
）

総
務
委
員
長　

先
田　

仁
美

�

（
役
員
会
推
薦
）



Ｋ　Ｏ　Ｋ　Ｏ　Ｒ　Ｏ第  34  号 2023年（令和５年）12月２日　　

　　　　　　
　 　

鳴門市幼小中PTA連合会
� 会長　蟹江　美子　
　鳴門市幼小中ＰＴＡ連合会は、2022年の公立幼稚園
の再編に伴い、現在は幼稚園７園、小学校13校、中学
校５校で構成されており、園児・児童・生徒数は3,886
人です。５年前のブロック別紹介の時と比べると約
1,000人減少しており、少子化の波を感じざるを得ませ
ん。
　鳴門市Ｐ連では、各単位ＰＴＡで事務局と常置委員会
の役割を分担して活動をしています。事務局校・園は各単
Ｐや県Ｐ連・県幼Ｐ連との連絡や取りまとめを行い、その
他すべての単Ｐが常置委員会の「研修委員会」と「体育
委員会」のどちらかに所属し、家庭教育研修会やバレー
ボール大会、綱引き大会を企画・運営しておりましたが、
コロナ禍の３年間はいずれも中止を余儀なくされました。
　今年の５月に新型コロナの感染症法上の位置付けが５
類に移行されたことを受け、各単ＰでのＰＴＡ活動は少し
ずつ再開されています。鳴門市Ｐ連としましても「研修委
員会」では、11月２日に４年ぶりの家庭教育研修会を開
催することができました。今回は、一般社団法人ソーシャ
ルメディア研究会チーフ技術指導員の竹内義博氏を講師
にお招きして、「スマホ時代の子どもたちのために～被害
者にも加害者にもしない～」と題して講演をしていただ
きました。携帯電話やスマホを持つ年齢はどんどん低年
齢化しています。私たち保護者が子どもの頃とは異なり、
インターネットが当たり前に身近にある時代です。自分
では気が付かないうちに個人情報を流出してしまったり、
ＳＮＳを通じていじめの加害者になってしまったり、スマ
ホをめぐるトラブルは誰にでも起こりうる問題です。保
護者として、どのようなことに気をつけて子どもたちと
向き合っていけば良いのかを学ぶことができました。
　「体育委員会」が担当するバレーボール大会はこれま
でに50回以上、綱引き大会は30回以上続けられてきた鳴
門市Ｐ連の伝統的な体育大会であり、今年度はどちらの
大会も４年ぶりに開催されるのではないかと期待されて
おりました。しかし近年、少子化によるＰＴＡ数の減少、

核家族世帯や共働き世帯の増加などの様々な理由により、
選手やサポートスタッフとして参加できる保護者や先生
方の確保が難しくなってきていました。そこにコロナ禍
の大会中止期間が重なり、これらの体育大会の在り方そ
のものを見直してはどうかという意見が聞かれるように
なりました。そのため、６月に開かれた会長会で今年度
のバレーボール大会は中止とし、２月の綱引き大会につ
いても開催を望む声、望まない声があるため、来年度以
降の体育大会の回数や種目について見直すことも踏まえ
て、慎重に検討をすることになりました。
　このように鳴門市Ｐ連は活動の転換期を迎えています。
活動をやめてしまうことは簡単ですが、それは活動を通
じて「会員同士が交流できる場」が失われることになりま
す。単Ｐの枠を超えたつながりは、子どもたちの健全育成
や災害時の地域連携などに欠かせないと考えます。これ
まで培ってきた良き伝統を大切にしつつ、時代の変化に
伴う新しい意見に耳を傾け、会員の皆さんが参加しやす
く、子どもたちのためになるＰＴＡ活動を模索していきた
いと思います。

中部ブロック

⑵

ブロック別ＰＴＡ活動紹介

家庭・学校・地域の連携
★次号のブロック別PTA紹介は、阿南市Ｐ連、美馬市Ｐ連、板野郡Ｐ連です。

～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～～～地域の伝統を守り 未来へつなげよう～
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　　　　　　　　 小松島市PTA連合会
� 会長　佐藤　文幸　

　小松島市には、２中学校（小松島、小松島南）と11小
学校（小松島、南小松島、北小松島、千代、芝田、立江、
櫛渕、坂野、和田島、新開）があり、内12の小中学校で
小松島市ＰＴＡ連合会（以下、市Ｐ連）を構成しています。
　市Ｐ連の活動については新型コロナウイルス感染症拡
大以降、様々な事業については自粛、もしくは中止となり、
感染症の位置付けが５類となって以降も、市内ＰＴＡ会員
の交流の場である今年度の球技大会（ミックスバレーボー
ル）も、中止、今後の開催のあり方を再検討している状
況です。しかしながら、恒例となっている市Ｐ連振興大会
（例年２月頃）については開催に向けて準備を進めている
ところです。各学校の運営が、また、各ＰＴＡ活動の通常
通りの実施が、速やかに、かつ穏やかにソフトランディン
グできることを願ってやみません。
　以降は２つの流れや取組について紹介します。
　本市においても想定を超える児童数の減少が進んでお
り、大半の小学校でクラス替えができない状況となって
きています。また、学校施設の老朽化も相まって、教育
条件や環境、学校運営などにも様々な影響が懸念される
ことから、小学校の再編方針の流れが現実にあります。
　中学校については、すでに2016年４月に３校（小松島、
立江、坂野）から、２校（小松島、小松島南：新設）体
制となっていますが、小学校については2018年度に小松
島市立学校再編基本計画が、また、2022年２月にはその
実施計画がとりまとめられました。
　現在、これまでの議論や検討、ＰＴＡを含む多くの人々
のご意見をもとに、小松島中学校区のうちの４校（小松
島、南小松島、千代、芝田）を再編する新小学校と、小
松島南中学校区のうちの４校（立江、櫛渕、坂野、新開）
を再編する新小学校の施設整備について、市の実情に応
じた教育の推進や未来へつながる学びや人材育成、未来
創造力を培う事などを趣とする新しい新小学校施設整備
計画を策定しているとのことです。
　市では、ＰＴＡや就学前教育保育関係者、学童保育ク
ラブ、福祉関係、県内大学からの有識者や地域の方々な
どで構成する学校再編準備会議や専門部会を開催し、準
備会議においては、「『つながり』により子どもたちが育
つ学校」を基本コンセプトとして協議し、開校に至るま
での再編の課題などについてやり取りが行われています。
　その準備会議や専門部会（総務部会、通学部会）に、市
Ｐ連本部役員（副会長２名）や教職員も参画し、保護者
として、また地域の一員として活発な意見や想いを、市

や教育委員会、参加
されている委員の皆
さんにもご理解いた
だけるようお伝えし
ているところです。
　学校再編に対して

の賛否は、当然あると思われますが、真にこれからの未
来をつくり、そして生きていく子どもたちの目線に立っ
た再編やその施設整備、また、地域づくりに良質につな
がっていくことを願うものです。
　私たちＰＴＡは時代や環境の変化に即応した、教育現場
での指導や家庭内外でのあたたかい見守りを引き続き行う
ことが何より重要ではないかと考えています。
　2022年の「自転車の安全利用促進委員会」のまとめによ
ると、徳島県内の中学生が通学中に交通事故に遭った件数
は、１万人あたりで11.8件（全国平均4.9件）と都道府県別
で４番目に多かったとの報道がありました。中学生には再
度通学時の交通ルールの順守を徹底させていただくこと
を、また、徳島県は全国有数のドライバーマナーの悪さが
指摘されていることから、我々ＰＴＡを含め、ドライバー
の交通マナーの向上と、人や自転車に十分注意を払っての
運転を心がけていただくことを願うものです。
　2021年12月本市において登校中の小学校４年生が、県
道交差点においてトレーラーにはねられ死亡するという
本当に痛ましく悲しい事故がおこりました。
　私は集団登校を採用する小学校に子どもを通わせてい
たことから、６年間あまり学期中は毎日のように、子ども
たちの登校に先導や見守りをかねて同行しておりました。
その間、度々報道にある登校の列に車が突っ込んで来る
ようなことがないかなどを心配しながら、なんとか無事
小学校の保護者活動をもうすぐ終えさせていただけると
思っていた矢先の事故で、それは他の小学校の子どもと
は到底思えない深い悲しみを覚えました。市Ｐ連役員会
の会場においても全員で黙
祷、哀悼の意を捧げました。
ご家族や学校のお友達、先
生方の心痛な日々は一言で
はとても言い表せるもので
はなかったと思います。
　本市でも通学路の安全確保に向け、学校関係者（小中学
校長会、教育委員会、市Ｐ連他）、警察、国・県・市道路
管理者等、市交通安全普及担当課が連携を行う「小松島市
通学路安全推進協議会」（市学校課事務局）を2015年度よ
り設置し、「小松島市通学路安全プログラム」を策定、本
プログラムに基づき関係機関の強い連携とご協力の下、危
険箇所の抽出、合同点検の実施（市内を３グループに分け
３年に１度重点的精査）、対策の検討（ソフト・ハード両
面）、対策の実施を行うとともに、その合同点検結果、対
策実施箇所と対策内容を公表するなど、児童等が安全・安
心して通学できるよう計画的かつ継続的な取組に尽力さ
れております。引き続き、ひとたび事故がおこらないと対
応が取られないような事がなく、なんとか未然に防止でき
るような対策がなされ、ふたたび悲しい出来事がおこらな
いよう心から望むものです。
　結びに、子どもの教育環境の改善や通学時等の安全・
安心は、子を通わせていただいている保護者にとって永
遠の願いであることはきっと変わらないと思うのです。

南部ブロック

⑶
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　　　　　　　　 阿波市PTA連合会
� 会長　遊塚　将也　

　阿波市ＰＴＡ連合会は14校(小学校10校、中学校４校）
で構成されています。ここ数年はコロナウイルス感染症拡
大予防のため、ほとんど活動できていませんでした。今年
も５月に感染症法上の分類が５類に移行したものの、阿波
市では感染の状況が落ち着かなかったこともあり、これま
で行っていた交流や行事は、今年度も未だままならない状
況が続いています。一方で登下校時の見守り活動や、例年
ＰＴＡも参加している阿波市教育講演会・人権講演会など
は、人数制限やオンラインでの参加など、感染拡大に注意
しながら、できる範囲での活動を行っており、今後も引き
続き実施していく方向です。
　ただ、そのような中でも各単位ＰＴＡの行事は、５類
移行を踏まえ、感染拡大防止に工夫を凝らしながら実施
されるようになってきました。授業参観やＰＴＡ総会、
運動会や体育祭・文化祭、愛校作業などの学校行事も、
徐々にではありますが会員の皆さんのご協力を得ながら
再開しつつあります。
　これまで阿波市ＰＴＡ連合会では、５月の総会をはじ
め、８月には阿波市や阿波吉野川警察署、阿波市青少年
育成センターなど関係機関と連携した通学路の安全状況
調査、阿波市教育会主催の教育講演会への参加や阿波市
人権教育講演会への会員の参加、県Ｐ連主催の各種行事
への参加等を中心に活動してきました。以下、今年度の
主な活動について紹介したいと思います。
　まず毎年５月に開かれる阿波市ＰＴＡ連合会総会ですが、
コロナ禍のためここ数年書面開催となっておりましたが、
今年はコロナの５類移行を受け、３年ぶりに対面形式で開
催されました。感染拡大防止のため、人数を限定した縮小
開催となりましたが、久しぶりに顔を合わせて開催された
こともあり、旧知の方との再会を懐かしむ様子も見受けら
れました。
　また８月の通学路の安全状況調査は、各学校単位で行わ
れており、児童生徒の通学路の状況を実際に現場に赴いて
確認し、改善すべき点がないか、関係機関の意見も参考に
毎年行われています。実際の手順としては、各校で事前に
保護者や地域、学校からあがった通学路の危険個所を各校
で３～４カ所ほどピックアップし、実際に関係機関と現場
に赴いて確認しま
す。特に危険な場
所についてはこれ
までにも横断歩道
の設置や標識・の
ぼりがつけられる
などドライバーや
歩行者、自転車に

も注意を促すよう改善がなされた箇所も多くあります。
　続いて８月の教育会教育講演会ですが、毎年様々な分
野の講師を招いて、阿波市ＰＴＡ連合会も後援する形で
開催されています。また各校より保護者にも周知し、参
加を呼びかけています。今年度は一般社団法人メディア
教育研究室代表理事の今度珠美さんより「デジタル・ 
シティズンシップ　善き使い⼿になるための学び」と題
してオンラインでご講演をいただきました。ＧＩＧＡス
クール構想に代表される学校教育の大きな変革や携帯電
話の普及など、子どもたちだけでなく私たち大人を取り
巻く環境も大きく変化している現在、ＬＩＮＥやＳＮＳ
等を巡るトラブルは喫緊の課題であり、同時にメディア
とどうつき合い、どう使いこなしていくかなど、課題は
絶えません。今回の講演は、デジタル時代のメディアの
特性を改めて知るとともに、よりよい社会を築くために
デジタル市民として様々なテクノロジーを責任を持って
使いこなすためにはどのような資質が必要であるかなど、
示唆に富んだお話をいただきました。
　さて、新型コロナウイルスによって生活様式が大きく
変化したこの３年間を振り返ると、これまであたりまえ
だった色々な活動がどれだけ貴重なものだったか、と考
えさせられることも多くありました。特に人が集まる機
会が少なくなったことでＰＴＡ活動も制限され、学校と
保護者、また保護者同士が顔を合わせる機会が減ったの
は大きかったと思います。誰が先生で誰が保護者なのか、
よくわからない、という声を聞いたこともあります。Ｐ
ＴＡ活動に限らず、お互いが顔を合わせ、会話をするか
らこそ生まれるつながりが、様々な活動の力になってい
ることも少なくありません。新型コロナが５類に移行し、
社会が「アフターコロナ」に舵を切っていく中、改めて
これからのＰＴＡ活動を含めた学校のあり方について地
域や保護者、学校が知恵を出し合っていくことがこれま
で以上に大事になっていくのだと思います。そういう意
味ではこの３年間で経験したコロナ禍でのＰＴＡ活動は、
多くの制限もありましたが、一方ではこれまであたりま
えに実施していた活動を見直すひとつのきっかけだった
のかもしれない、とも思えます。
　終わりになりましたが、地域・保護者・家庭の連携が
これまで以上に大切になっていくことはいうまでもあり
ませんし、コロナ禍で希薄になった人と人のつながりを
回復していくことも同様です。ただ少子高齢化が進む現
在、地域・保護者や学校のそれぞれにとって過度な負担
を強いるような活動については再考する必要があります
し、改めて残すべきものは残し、省けるものは省くなど、
できるだけ保護者や学校にも無理がない活動を模索して
いく必要があると思います。そしてすべての子どもの幸
せにつなげられるよう、持続可能なＰＴＡ活動を構築し
ていけるよう、阿波市ＰＴＡ連合会としてこれからも活
動していきたいと思います。

西部ブロック

⑷
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　今年度メディア等でたくさん取り上げられておりました、子どもの性被害や性虐待につ
いて、どのようなサポートがあるのかを考えてみたいと思い、徳島県教育委員会人権教育課・
統括指導主事田中貴之先生にお話をお伺いしました。

性犯罪 ･性暴力の当事者にしない
「生命（いのち）の安全教育」について

徳島県教育委員会人権教育課　統括指導主事　　　

田中　貴之　さん

Ｑ１�．子どもを性犯罪・性暴力の当事者にしない「生
命（いのち）の安全教育」について教えてください。

　A�．性犯罪・性暴力は、被害者の尊厳を著しく踏み
にじる行為であり、その心身に長期にわたり重大
な影響を及ぼします。令和２年６月に政府で決定
された「性犯罪・性暴力対策の強化の方針」、また、
令和３年４月施行の「徳島県犯罪被害者等支援条
例」を踏まえ、子どもたちが性暴力の加害者、被
害者、傍観者にならないよう、すべての学校等に
おいて「生命（いのち）の安全教育」を推進する
ことになりました。

Ｑ２�．「生命（いのち）の安全教育」は、現在どのよ
うに進んでいますか？また、今後の取組について
も教えてください。

　A�．徳島県では、令和３年度より「文部科学省指定　
学校における生命（いのち）の安全教育推進事業」
を受け令和３、４年度の２か年にわたり阿南市に
委託し、阿南市立大野小学校と阿南市立阿南第二
中学校を実践校として研究を進めてきました。実
践校では、まず「生命（いのち）の安全教育教材」
の指導を通じて生じた課題を踏まえて教材の改善
を図り、指導モデルを作成しました。さらに「生
命（いのち）の安全教育教材」の充実を図るために、
教科及び関連する教育活動等の関連付けを行うな
ど教科横断的な取組となることが重要であるため、
「生命（いのち）の安全教育」の全体計画モデル
を作成しました。

　　�　徳島県教育委員会と致しましては、指導の充実
や事業の理解を深めるために、「生命（いのち）
の安全教育推進事業連絡協議会」を開催し、県の
ホームページにて実践校の指導案や教材を公開す
るとともに、各研修会での周知を通じて、県内の
学校への横展開を図っているところです。

　　�　令和５年度は神山町に事業委託し、神山町広野
小学校と神山町神領小学校が実践校として研究を
進めています。

Ｑ３�．保護者の立場から「生命（いのち）の安全教育」
を理解して、サポートできることがあれば教えて
ください。

　A�．生命の尊さを学び、性暴力の根底にある誤った

認識や行動、また、性暴力が及ぼす影響などを正
しく理解した上で、生命を大切にする考えや、自
分や相手、一人一人を尊重する態度等を就学前教
育、小学校、中学校、高校、大学等までの各発達
段階に応じて身に付けることを目指すものです。
幼いうちから「水着で隠れる部分」は自分だけの
大切なところであることや、相手の大切なところ
を見たり、触ったりしてはいけないこと、嫌な触
られ方をした場合の対応等についてお子様と一緒
に話し合う機会をもっていただければと思います。

　　�　また、学年が上がるにつれて、SNS を通じた被
害やデートDV、セクシュアルハラスメント等の
性暴力に巻き込まれることも考えられます。日頃
から親子で何でも相談し合える関係をつくってい
ただくとともに「生命（いのち）の安全教育」に
ついて御理解、御協力をお願い致します。

【関連サイト】
文部科学省ホームページ
「性犯罪・性暴力対策の強化について」
https://www.mext.go.jp/a_menu/damjo/anzen/
index.htm
徳島県教育委員会人権教育課
https://www.pref.tokushima.lg.jp/ippannokata/
kyoiku/gakkokyoiku/7209685/

〜田中統括指導主事からのメッセージ〜
　児童虐待や子どもの貧困など、現代の子どもたちを
取り巻く課題は複雑化・多様化しています。また、昨
今のコロナ禍を契機に児童虐待の相談件数や自殺者数
の増加など、様々な社会的不安が顕在化するとともに、
休校や外出の自粛により子どもたちの生活も大きく変
化しました。
　このような状況の中、今年度から「生命（いのち）
の安全教育」がすべての学校等でスタートし、自分や
相手の「心と体」を大切にし、互いを尊重し合えるよ
う授業研究に取り組んでいるところです。御家庭でも
ぜひ、子どもたちの健やかな成長を願い、自分や周り
の人の命と人権を大切にする話し合いの時間をもって
いただけると幸いです。

田中貴之さん
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「楽しい子育て全国キャンペーン」～家庭で話そう！我が家のルール・家族の絆・命の大切さ～

令和５年度　三行詩コンクール　徳島県優秀作品
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で
す
が
、

学
校
で
も
不
登
校
の
生
徒
に
対
す
る

様
々
な
取
組
が
さ
れ
て
お
り
、
校
内

で
も
安
心
で
き
る
場
所
づ
く
り
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
な
ど
の
実
践
発
表

も
拝
聴
し
ま
し
た
。

　

な
か
な
か
不
登
校
の
子
ど
も
た
ち

の
気
持
ち
に
寄
り
添
う
の
も
難
し
い

部
分
は
あ
り
ま
す
が
、
一
人
で
も
不

登
校
で
苦
し
む
子
ど
も
た
ち
が
少
な

く
な
る
よ
う
に
し
っ
か
り
学
び
、
理

解
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

思
い
ま
し
た
。

第
二
分
科
会�

蟹
江
　
美
子

　

第
二
分
科
会
（
学
校
教
育
）
で

は
「
す
べ
て
の
子
供
た
ち
の
豊
か
な

学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
、
不
登
校
に
な
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
大
人

で
あ
る
保
護
者
や
教
員
が
で
き
る
こ

と
は
何
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考

え
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

①
家
庭
訪
問
②
お
手
紙
③
原
因
探

し
は
不
登
校
の
子
ど
も
に
対
し
て
、

実
際
に
よ
く
行
わ
れ
て
い
る
対
応
で

す
が
、
実
は
三
大
Ｎ
Ｇ
対
応
と
の
こ

と
で
し
た
。
子
ど
も
は
「
行
き
た
い
、

で
も
行
け
な
い
」
と
い
う
気
持
ち
に

共
感
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
い
る
の

に
、
大
人
は
「
学
校
に
行
き
た
い
」

と
い
う
言
葉
を
捉
え
て
学
校
に
行
け

る
よ
う
に
「
何
と
か
し
よ
う
、
原
因

を
取
り
除
こ
う
」
と
し
て
し
ま
い
ま

す
。
こ
の
子
ど
も
と
大
人
の
認
識
の

ズ
レ
が
、
不
登
校
を
よ
り
深
刻
な
も

の
に
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
そ
う

で
す
。
不
登
校
に
な
っ
て
い
た
子
ど

も
た
ち
も
、
そ
の
時
期
を
乗
り
越
え

て
様
々
な
進
学
・
就
職
・
働
き
方
と

い
う
未
来
を
つ
か
ん
で
い
ま
す
。
不

登
校
で
子
ど
も
の
将
来
が
全
て
閉
ざ

さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。
子

ど
も
の
今
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
、

心
の
元
気
度
が
し
っ
か
り
溜
ま
る
ま

で
寄
り
添
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
三
分
科
会�

藤
井
　
秀
美

基
調
講
演
―
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校

・
実
際
に
住
ん
で
い
る
地
域
に
当
て

は
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
事
が
多

か
っ
た
で
す
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
平
等
の
立
場
で
あ
る
の

が
本
来
の
役
割
で
す
が
、
決
ま
っ
た

役
割
か
ら
逃
げ
る
人
、
立
場
を
利
用

し
て
い
る
人
、
そ
う
い
っ
た
事
が

日
々
学
校
へ
通
わ
す
保
護
者
に
伝
わ

り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
意
味
が
変
わ
っ
て
き

て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
地
域
の

人
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
は
か

り
、
や
り
た
い
こ
と
伝
え
た
い
こ
と
、

言
い
た
い
こ
と
を
引
き
出
し
て
い
く

架
け
橋
に
な
っ
て
い
け
る
よ
う
に
し

た
い
と
思
い
ま
し
た
。

実
践
発
表
―
保
護
者
、
地
域
、
学
校

で
は
見
る
視
点
が
ち
が
う

・
そ
れ
ぞ
れ
に
カ
ベ

が
あ
る
地
域
が
多
い

と
思
う
が
、
こ
の
発

表
を
聞
い
て
感
じ
た

の
は
、
時
間
を
か
け

て
子
ど
も
た
ち
が
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
取
っ
て
い
け
る
よ
う
、
た
く
さ
ん
の

人
と
の
交
流
を
し
て
い
く
こ
と
で
カ
ベ

を
な
く
し
、
同
じ
目
線
で
子
ど
も
た

ち
を
見
守
り
、
育
て
る
こ
と
が
出
来

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

第
三
分
科
会�

辻
　
　
　
孝

　

一
日
目
は
第
三
分
科
会
「
地
域
連

携
」
に
参
加
。
基
調
講
演
で
は
、
子

ど
も
の
教
育
は
学
校
と
保
護
者
に
加

え
地
域
の
も
つ
教
育
力
が
必
要
で
、

ま
ち
に
対
す
る
住
人
の
想
い
や
人
の

つ
な
が
り
を
基
に
教
育
へ
の
参
加
を

地
域
の
方
々
に
促
す
べ
き
、
と
あ
っ

た
。
実
践
発
表
・
討
議
で
は
、「
地

域
の
中
に
学
校
を
、
学
校
の
中
に
地

域
を
」「
子
ど
も
に
い
っ
ぱ
い
の
人
、

大
人
を
浴
び
さ
せ
た
い
」「
子
ど
も

に
あ
え
て
失
敗
を
さ
せ
よ
う
」
と
印

象
的
な
発
言
が
多
く
参
考
に
な
っ
た
。

第
三
分
科
会

�

納
田
　
明
豊
・
広
野
　
真
史

　

地
域
の
人
を
学
校
へ
参
入
し
て
も

ら
う
必
要
性
と
そ
の
結
果
と
そ
れ
ま

で
の
プ
ロ
セ
ス
。

　

私
の
地
域
で
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

ス
ク
ー
ル
の
推
進
を
強
く
要
望
し
て

い
ま
す
が
中
々
う
ま
い
事
い
っ
て
い

ま
せ
ん
。

　
「
地
域
の
中
に
学
校
を　

学
校
の

中
に
地
域
を
」
こ
れ
の
実
現
の
た

め
に
実
現
し
よ
う
と
し
た
人
達
は
皆

通
っ
て
き
た
道
。
自
分
は
ま
だ
ま
だ

生
ま
れ
た
ば
か
り
。
ヨ
チ
ヨ
チ
歩
き

に
変
わ
り
な
が
ら
多
く
の
地
域
の
人

達
と
自
分
達
の
地
域
に
し
か
出
来
な

　
分
科
会
に
参
加
し
て

　
分
科
会
に
参
加
し
て

同じ目線で一緒に
子どもを育てる

保護者 地域 学校

⑺
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積
極
的
な
参
加
を
募
り
ま
す
。
組
織

を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
は
、
広
報

活
動
へ
の
取
り
組
み
は
大
切
で
す
。

　

一
度
で
は
伝
わ
ら
な
い
な
ら
二
度
、

三
度
と
告
知
し
参
加
者
を
募
る
。
言

葉
を
選
び
受
け
手
の
立
場
に
立
っ
て

考
え
整
理
す
る
。
こ
の
手
順
が
不
可

欠
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
楽
し
く
Ｐ

Ｔ
Ａ
活
動
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
え
る

こ
と
が
、
広
報
を
読
ん
で
く
だ
さ
る

方
に
わ
か
り
や
す
く
伝
え
る
手
段
が

広
報
。
広
報
を
読
ん
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
賛
同
・
参
加
が
増
え
る
こ
と
が
効

果
的
な
広
報
活
動
で
は
な
い
の
か
と

思
い
ま
し
た
。

い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ク
ー
ル
を
築

き
た
い
で
す
。

第
四
分
科
会�

濵
田
　
　
恵

　
「
子
ど
も
の
か
け
が
え
の
な
い
命

と
尊
厳
を
守
る
」
を
研
究
課
題
と
し

た
人
権
教
育
の
分
科
会
に
参
加
し
ま

し
た
。

　

今
、
子
ど
も
た
ち
の
七
人
に
一
人

は
貧
困
家
庭
で
あ
る
こ
と
や
、
貧
困

か
ら
生
じ
る
虐
待
の
お
話
な
ど
を
聞

き
、
改
め
て
虐
待
が
生
じ
る
背
景
の

複
雑
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
分
科
会
の
最
後
に
は
、
子
ど
も

へ
の
性
虐
待
や
子
ど
も
の
性
被
害
に

関
す
る
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。
大
人

を
信
じ
疑
う
こ
と
の
な
い
状
況
で
行

わ
れ
る
こ
と
が
多
い
性
被
害
。
特

に
小
さ
な
子
ど
も
に
対
す
る
性
被
害

は
子
ど
も
に
近
い
人
か
ら
行
わ
れ
る

こ
と
が
多
い
よ
う
で
、
大
人
に
な
っ

て
も
今
な
お
苦
し
ん
で
い
る
人
は
た

く
さ
ん
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

「
心
の
殺
人
」
と
呼
ば
れ
る
性
虐
待

は
そ
の
子
の
一
生
を
台
無
し
に
し
て

し
ま
い
ま
す
。

　

親
の
育
児
不
安
や
経
済
的
困
窮
、

人
間
関
係
の
希
薄
化
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
へ
の
虐
待
の
背
景
は
非
常
に
複

雑
で
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
子
ど
も

の
人
権
が
大
き
く
損
な
わ
れ
る
こ
と

は
絶
対
に
間
違
っ
て
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
の
命
や
尊
厳
を
守
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
社
会
全
体
で
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
強
く
感
じ

ま
し
た
。

第
四
分
科
会�

早
元
　
睦
晃

　

育
児
放
棄
や
児
童
虐
待
か
ら
ス
マ

ホ
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
依
存
に
至
る
ま
で
の

こ
と
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

親
が
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
な
ど
で
家
庭

生
活
を
送
ら
な
か
っ
た
り
虐
待
を
受

け
た
り
と
、
家
庭
の
愛
情
に
恵
ま
れ

な
か
っ
た
子
ど
も
が
将
来
闇
バ
イ
ト

に
手
を
出
し
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
の
背
景
に

は
、
孤
独
に
な
っ
た
子
ど
も
は
周
囲

へ
相
談
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
相
談

す
る
機
関
の
存
在
や
手
段
が
わ
か
ら

な
い
た
め
、
ス
マ
ホ
を
使
っ
て
知
ら

な
い
相
手
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
人
と
の
繋
が

り
を
探
り
繋
が
っ
た
人
か
ら
親
切
に

し
て
も
ら
っ
た
見
返
り
と
し
て
、
無

理
な
相
談
を
持
ち
か
け
ら
れ
て
、
断

る
こ
と
が
で
き
ず
オ
レ
オ
レ
詐
欺
や

特
殊
犯
罪
な
ど
を
す
る
こ
と
に
な
る

よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
を
孤
独
に
さ

せ
な
い
た
め
に
、
家
庭
で
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

近
所
に
住
ん
で
い
る
周
囲
の
大
人
も

あ
い
さ
つ
や
声
掛
け
を
す
る
こ
と
で

子
ど
も
た
ち
は
見
守
ら
れ
て
い
る
と

い
う
安
心
感
が
や
自
己
肯
定
感
を
も

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　

親
の
愛
情
や
近
所
に
い
る
大
人
の

存
在
は
子
ど
も
に
と
っ
て
は
計
り
知

れ
な
い
こ
と
だ
と
改
め
て
学
ぶ
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

第
四
分
科
会�

田
渕
　
郁
康

　

私
は
第
四
分
科
会
人
権
教
育
に
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

研
究
課
題
は
、「
子
供
の
か
け
が

え
の
な
い
命
と
尊
厳
を
守
る
～
幸
せ

に
育
つ
子
供
の
未
来
の
た
め
に
～
」

を
テ
ー
マ
の
講
演
を
拝
聴
し
、
子
ど

も
達
の
人
権
を
守
る
た
め
に
は
、
子

ど
も
達
だ
け
で
な
く
保
護
者
も
含
め

た
方
を
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力

も
借
り
な
が
ら
、
地
域
社
会
全
体
で

の
支
援
協
力
が
必
須
だ
と
改
め
て
思

い
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
近
年
で
は
核
家
族
化
が

進
み
、
ま
た
コ
ロ
ナ
禍
で
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る

の
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性

化
を
す
れ
ば
全
体
と
し
て
良
く
な
る

の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

ま
た
性
被
害
等
に
関
す
る
問
題
に

つ
い
て
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
方
々
と
の

討
論
を
拝
聴
し
て
、
被
害
者
が
加
害

者
と
の
関
係
性
で
問
題
が
浮
上
し
て

こ
な
い
事
が
多
数
あ
る
と
言
う
現
状

を
知
り
、
こ
の
問
題
は
か
な
り
闇
が

深
く
解
決
が
困
難
な
事
な
ん
だ
と
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

第
五
分
科
会�

阿
部
　
美
紀

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て

も
ら
う
最
大
の
ツ
ー
ル
、
広
報
。

　

広
報
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
魅
力
を

感
じ
て
も
ら
え
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
私
の
参
加
し
た
分
科
会
で

は
、「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
性
化
を
図
る
効

果
的
な
広
報
活
動
の
在
り
方
、
思
い

や
考
え
を
伝
え
る
た
め
の
方
法
」
に

つ
い
て
、
道
佛
一
郎
さ
ん
か
ら
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
組
織
を

会
員
に
正
し
く
認
識
し
て
も
ら
い
、

信
頼
関
係
を
構
築
し
、
多
く
の
会
員

の
考
え
や
社
会
の
動
き
な
ど
を
正
し

く
受
け
止
め
発
信
す
る
双
方
向
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
役
割
を
担
っ

て
い
ま
す
。
効
率
的
に
思
い
や
考
え

方
が
伝
え
ら
れ
、
活
動
を
記
録
し
て

残
し
て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
実
績
の
報
告
や
活
動

内
容
の
紹
介
を
す
る
こ
と
で
Ｐ
Ｔ
Ａ

活
動
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、
今

後
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
周
知
し
、

⑻
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全
体
会
に
参
加
し
て

　
全
体
会
に
参
加
し
て

�

濵
田
　
　
恵

　

心
の
ト
リ
セ
ツ
と
題
し
た
黒
川
伊

保
子
氏
に
よ
る
全
体
会
記
念
講
演
で

は
、
自
ら
を
変
え
て
い
こ
う
と
す
る

意
欲
を
脳
科
学
か
ら
迫
っ
て
い
く
お

話
で
し
た
。

　

脳
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
こ
と
で

自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
。
脳
を

し
っ
か
り
癖
づ
け
る
。
こ
の
よ
う
に

文
章
に
す
る
と
堅
苦
し
い
気
も
し
ま

す
が
、
子
育
て
や
家
族
と
い
う
仕
組

み
の
中
で
、
自
然
と
身
に
付
け
て
い

る
部
分
も
あ
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

　

私
が
と
て
も
印
象
に
残
っ
て
い
る

お
話
は
、
縄
跳
び
を
出
来
な
い
子
は

い
な
い
。
や
り
方
が
あ
っ
て
い
な
い
だ

け
。
何
回
教
え
て
も
出
来
な
い
と
思
っ

た
ら
、
教
え
る
側
が
変
わ
れ
ば
す
ぐ

で
き
る
。
人
間
の
体
の
動
か
し
方
は
、

脳
の
仕
組
み
か
ら
す
る
と
四
つ
し
か

な
い
の
で
、
四
人
が
教
え
れ
ば
そ
の

う
ち
の
誰
か
一
人
の
教
え
方
が
そ
の

子
に
マ
ッ
チ
し
、
必
ず
跳
べ
る
よ
う

に
な
る
。
だ
か
ら
、
跳
べ
な
い
子
を

追
い
詰
め
、
い
つ
ま
で
も
や
ら
せ
る

の
で
は
な
く
教
え
る
側
が
変
わ
れ
ば

い
い
の
で
す
。
と
言
う
お
話
で
す
。

　

な
ん
だ
、
そ
う
い
う
こ
と
か
と
不

思
議
と
納
得
。
徳
島
へ
戻
り
、
早
速

娘
た
ち
に
縄
跳
び
を
や
ろ
う
と
言
っ

て
み
ま
し
た
が
、
す
っ
か
り
大
き
く

な
っ
た
娘
た
ち
は
チ
ラ
ッ
と
私
を
見

た
だ
け
で
し
た
。
そ
れ
で
も
声
を
荒

げ
て
は
い
け
な
い
。
自
分
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
脳
科
学
の
話
を
聞
い
て

き
た
私
で
す
か
ら
。

　

縄
跳
び
に
関
す
る
こ
と
は
、
ま
だ

小
さ
な
子
ど
も
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ

る
ご
家
庭
で
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て

い
た
だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

�

辻
　
　
　
孝

　

二
日
目
の
全
体
会
は
、
参
加
者
の

数
や
会
場
の
ス
ケ
ー
ル
に
圧
倒
、
子

ど
も
た
ち
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
も
素

晴
ら
し
く
、
記
念
講
演
も
、
Ａ
Ｉ
開

発
者
で
脳
を
装
置
と
し
て
考
え
る
黒

川
伊
保
子
氏
の
「
対
話
の
奥
義
」
は

興
味
深
い
も
の
だ
っ
た
。
い
き
な
り

「
ダ
メ
」
と
言
わ
ず
、「
い
い
ね
え
」

と
言
え
る
よ
う
努
め
た
い
。
今
大
会

で
得
た
知
識
や
登
壇
さ
れ
た
方
々
の

熱
意
を
浴
び
て
、
保
護
者
と
し
て
地

域
の
人
間
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の

た
め
の
教
育
の
た
め
に
今
後
も
学
校

と
協
働
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
た
。

�

先
田
　
仁
美

　

昨
年
の
山
形
大
会
に
引
き
続
き
、

今
年
は
広
島
大
会
と
い
う
こ
と
で
徳
島

県
か
ら
十
一
名
が
参
加
し
て
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
全
体
会
と
し
て
、
ま
ず
広

島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ
ン
ブ

ル
の
子
ど
も
さ
ん
に
よ
る
マ
リ
ン
バ

や
太
鼓
な
ど
の
演
奏
を
拝
聴
し
ま
し

た
。
皆
さ
ん
、
こ
の
日
の
た
め
に

い
っ
ぱ
い
練
習
し
て
き
た
の
が
わ
か

る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
感
動
を
た
く
さ
ん

も
ら
え
た
演
奏
で
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
、
人
工
知
能
研

究
者
で
あ
る
黒
川
伊
保
子
さ
ん
の
講
演
。

　

今
ま
で
し
て
こ
ら
れ
た
脳
の
研
究

の
お
話
を
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
の
お

話
口
調
で
た
く
さ
ん
お
話
し
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
に
残
っ
た
の
は
、
指
先

タ
イ
プ
は
手
首
で
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
。

手
の
ひ
ら
タ
イ
プ
は
ひ
じ
で
バ
ラ
ン
ス

を
と
る
。
こ
れ
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の

キ
ャ
ッ
プ
を
開
け
る
際
に
指
先
で
開

け
る
の
か
、
手
の
ひ
ら
で
開
け
る
の

か
と
い
う
こ
と
で
、
私
は
指
先
タ
イ

プ
な
の
で
確
か
に
何
で
も
手
首
で
バ

ラ
ン
ス
を
と
っ
て
る
な
と
実
感
。
テ
ニ

ス
を
し
て
い
る
息
子
も
私
と
同
じ
で

指
先
タ
イ
プ
。
そ
の
せ
い
な
の
か
手

首
で
ラ
ケ
ッ
ト
を
操
っ
て
い
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、本
当
だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　

普
段
の
な
に
げ
な
い
生
活
の
中
で

も
ほ
と
ん
ど
の
こ
と
が
脳
に
直
結
し

て
い
る
と
知
り
、
す
ご
く
興
味
深

か
っ
た
で
す
。

　

広
島
大
会
開
催
に
あ
た
り
、
長
年

に
渡
り
準
備
を
進
め
て
こ
ら
れ
た
広

島
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
の
皆
さ
ん
に
感

謝
し
、
ま
た
今
年
も
貴
重
な
学
び
を

得
た
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

来
年
は
、
川
崎
大
会
で
す
。
多
く

の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

�

蟹
江
　
美
子

　

記
念
講
演
を
さ
れ
た
黒
川
伊
保
子

さ
ん
は
、
人
工
知
能
の
研
究
か
ら
脳

科
学
の
研
究
に
手
を
広
げ
ら
れ
て
お

り
、
脳
を
装
置
と
し
て
捉
え
る
考
え

方
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
で
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。
指
先
タ
イ
プ
・
手
の

ひ
ら
タ
イ
プ
と
い
っ
た
わ
か
り
や
す

い
表
現
で
脳
の
タ
イ
プ
に
よ
る
特
徴

を
説
明
し
て
く
だ
さ
り
、
子
育
て
だ

け
で
な
く
普
段
の
人
間
関
係
や
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
に
も
参
考
に
な
る
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

の
広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン
バ
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
さ
ん
の
生
き
生
き
と
し
た
演

奏
か
ら
元
気
を
、
全
国
か
ら
集
ま
っ

た
各
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
の
皆
さ
ん
か
ら

熱
意
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
た
研

究
大
会
で
し
た
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
の
在

り
方
、
役
割
に
つ
い
て
様
々
な
意
見

が
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
た
ち
に
寄

り
添
い
共
に
成
長
し
て
い
け
る
よ
う

な
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

�

藤
井
　
秀
美

　

心
の
ト
リ
セ
ツ
―
監
督
が
怒
っ
て

は
い
け
な
い
大
会
。
結
果
や
責
任
で

追
い
つ
め
る
こ
と
は
脳
に
と
っ
て
良

く
な
い
。
発
想
力
や
対
話
力
、
戦
略

力
の
回
路
を
阻
害
す
る
。

　

今
も
昔
も
、
子
ど
も
の
習
い
事
の

ス
ポ
ー
ツ
は
ま
さ
に
今
回
の
話
の
中

に
「
あ
る
あ
る
」
と
思
え
る
こ
と
が

多
く
あ
り
ま
し
た
。
勝
ち
負
け
で
上

に
立
つ
大
人
が
、
毎
日
コ
ツ
コ
ツ
努

力
し
て
い
る
子
ど
も
を
褒
め
る
よ
り

も
先
に
ミ
ス
を
し
た
場
面
や
な
ぜ
勝

て
な
か
っ
た
の
か
と
話
す
場
面
に
立

ち
あ
う
こ
と
が
あ
る
が
、
メ
ン
タ
ル

面
で
も
子
ど
も
の
心
を
傷
つ
け
て
い

る
と
思
う
。
ま
ず
は
、
褒
め
て
あ
げ

て
緊
張
を
解
き
ほ
ぐ
す
こ
と
が
大
事

で
あ
る
。
指
導
者
で
あ
っ
て
も
同
じ

目
線
で
考
え
、
対
話
す
る
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

い
き
な
り
「
ダ
メ
」
で
、
自
己
肯

定
感
を
下
げ
て
し
ま
う
の
は
日
本
人

の
特
徴
で
あ
る
。
学
校
で
も
働
い
て

い
て
も
、
そ
う
だ
よ
な
と
思
え
て
し

ま
う
の
は
残
念
で
す
。

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
考
え
れ
る
よ
う
に

コ
ツ
コ
ツ
と
「
継
続
は
力
な
り
」
で

子
育
て
、
親
育
て
を
し
て
い
き
た
い

で
す
。

�

納
田
　
明
豊
・
広
野
　
真
史

　

結
果
や
責
任
で
追
い
つ
め
る
と

「
余
計
な
こ
と
を
考
え
ず
、
が
む

し
ゃ
ら
に
突
き
進
む
脳
神
経
回
路
」

を
活
性
化
す
る
。

　

一
方
で
「
発
想
力
、
対
話
や
長
期

の
戦
略
力
」
の
回
路
を
阻
害
す
る
。

こ
れ
は
、
私
が
今
一
番
想
っ
て
い
る
事

で
何
と
か
し
な
い
と
い
け
な
い
と
思

う
タ
イ
ム
リ
ー
な
内
容
だ
っ
た
の
で
、

改
め
て
考
え
方
も
新
時
代
を
迎
え
な

い
と
い
け
な
い
と
強
く
想
い
ま
し
た
。

　

気
付
い
た
大
人
が
全
力
で
こ
の
考

え
を
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

で
広
げ
な
い
と
い
け
な
い
、
子
ど
も

た
ち
の
為
に
。

⑼
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ま
ず
始
め
に
歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
と
し
て
、
広
島
ジ
ュ
ニ
ア
マ
リ
ン

バ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
に
よ
る
演
奏
会
で
、

と
て
も
楽
し
く
子
供
た
ち
の
一
生
懸

命
な
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
大
会
記
念
講
演
で

は
、
心
の
ト
リ
セ
ツ
～
「
逃
げ
癖
」

を
「
意
欲
」
に
変
え
る
脳
科
学
～
の

テ
ー
マ
で
、
黒
川
伊
保
子
氏
に
よ
る

講
演
も
非
常
に
分
か
り
や
す
く
、
脳

科
学
に
よ
る
観
点
か
ら
の
行
動
や
言

動
の
違
い
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
れ

か
ら
の
急
激
な
変
化
が
予
想
さ
れ
る

今
後
の
社
会
を
乗
り
切
る
た
め
に
は
、

保
護
者
も
子
供
た
ち
も
新
た
な
学
び

が
必
要
と
い
う
事
を
学
び
ま
し
た
。

　

こ
の
経
験
を
活
か
し
、
保
護
者
・

先
生
・
地
域
の
皆
様
方
の
ご
協
力
を

得
て
、
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が

益
々
充
実
し
た
も
の
に
な
り
、
子
ど

も
達
が
元
気
に
す
く
す
く
育
っ
て
く

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

学
び
あ
り
笑
い
あ
り
の
五
日
間

　
　
　
　

小
松
島
南
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　

住
友
　
琴
音

　

私
は
、
今

回
の
国
内
研

修
で
た
く
さ

ん
の
学
び
と

友
情
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
つ
目
は
、
四
日
目
の
国
際
交
流

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
の
交
流
で

は
、
坂
田
さ
ん
と
望
月
さ
ん
の
お
話

を
聞
き
ま
し
た
。
坂
田
さ
ん
は
、
沖

縄
の
人
々
の
た
め
に
た
く
さ
ん
行
動

を
し
て
い
ま
し
た
。
私
は
、
何
か
行

動
し
よ
う
と
思
っ
て
も
、
始
め
ら
れ

な
か
っ
た
り
、
続
か
な
か
っ
た
り
し

ま
す
。
私
の
今

ま
で
の
行
動
は
、

動
機
が
薄
い
の

だ
ろ
う
な
と
思

い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、

し
っ
か
り
動
機

を
考
え
て
か

ら
、
行
動
し
よ

う
と
思
い
ま
し

た
。
ま
た
、
坂

田
さ
ん
の
お
話

の
最
後
に
、
ど

の
よ
う
な
世
界

を
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
聞

か
れ
ま
し
た
。
私
は
、
人
々
が
楽
し

い
気
持
ち
に
な
れ
る
よ
う
な
世
界
を

作
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

　

二
つ
目
は
、
三
日
目
の
海
洋
研
修

と
エ
イ
サ
ー
体
験
で
す
。
海
洋
研
修

で
は
、
一
緒
に
行
動
し
た
メ
ン
バ
ー

と
協
力
し
な
が
ら
カ
ヌ
ー
を
動
か
し

ま
し
た
。
楽
し
ん
で
研
修
を
終
え
る

こ
と
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
し
た
。

　

エ
イ
サ
ー
体
験
で
は
、
後
半
の
発

表
に
向
け
て
、
班
の
メ
ン
バ
ー
と
一

生
懸
命
練
習
を
し
ま
し
た
。
わ
か
ら

な
い
と
こ
ろ
を
南
風
原
高
校
の
方
が

丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
り
、
本
番
で

は
最
高
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
で
き

ま
し
た
。
優
勝
は
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
メ
ン
バ
ー
と
の
絆
を
深
め
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
の
十
四
年
間
の
人
生
の
中
で
、

最
も
充
実
し
た
五
日
間
で
し
た
。

　

は
じ
め
は
、
不
安
や
緊
張
が
大
き

か
っ
た
の
で
す
が
、
日
を
重
ね
る
ご

と
に
緊
張
が
解
け
、
不
安
よ
り
も
楽

し
さ
や
充
実
感
が
増
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

こ
の
よ
う
な
機
会
を
与
え
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

国
内
研
修
事
業

編
集
後
記

　コ
ロ
ナ
禍
を
へ
て
、
今
年
度
は
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
が
従
来
に
近
い
形

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
活
動
の
中

で
の
た
く
さ
ん
の
学
び
を
、
こ
の
広

報
紙
で
お
伝
え
で
き
ま
し
た
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　広
報
紙
作
成
に
あ
た
り
、
ご
協

力
ご
支
援
頂
い
た
皆
様
に
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。広

報
委
員
一
同

�

早
元
　
睦
晃

　

脳
科
学
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

自
ら
の
子
育
て
か
ら
の
実
体
験
と

科
学
を
取
り
入
れ
た
根
拠
、
会
話
の

プ
ロ
と
も
あ
っ
て
、
す
ご
く
分
か
り

や
す
い
説
明
で
最
後
ま
で
楽
し
く
聞

く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

印
象
に
残
っ
た
内
容
で
は
、
対
話

術
に
つ
い
て
、
人
の
話
に
は
共
感
し
、

自
分
の
話
は
結
論
か
ら
話
す
。
否
定

が
必
要
な
場
面
で
は
初
め
か
ら
否
定

は
せ
ず
、
肯
定
や
同
意
を
し
て
か
ら

話
す
と
良
い
そ
う
で
す
。
自
分
と
重

ね
る
と
、
子
ど
も
た
ち
に
は
否
定
し

て
し
ま
う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
る

な
と
考
え
さ
せ
ら
れ
る
部
分
も
多
い

内
容
で
し
た
。
ま
た
失
敗
す
る
こ
と

は
重
要
で
、
失
敗
す
る
こ
と
に
よ
り
、

脳
の
セ
ン
ス
が
磨
か
れ
会
話
の
セ
ン

ス
も
向
上
す
る
と
の
こ
と
で
す
。
話

す
こ
と
が
苦
手
な
自
分
に
と
っ
て
は
、

前
向
き
に
な
る
お
話
で
し
た
。
人
間

す
ぐ
に
は
変
わ
ら
な
い
で
す
が
、
自

分
自
身
で
き
る
こ
と
か
ら
取
り
入
れ

て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

⑽


